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嫌気性汚泥 における高級脂肪酸酸化共生細菌の解析
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【目的】高濃度脂質含有廃水は、嫌気性処理の 適用が難しい廃水種の 1つ で ある 。 その 主な

原因は脂質に含まれ る高級脂肪酸に起因する と考え られて いる 。 従 っ て 、高濃度脂質含有廃

水の効率的な嫌気性処理 を行うには、高級脂肪酸の 分解に関与する微生物の基礎的な情報の

蓄積が必要であると考え られる 。 しか しなが ら、嫌気 （メタ ン生成）環境下 におい て高級脂

肪酸の 分解を担 う微生物は、 熱力学的な制約のため に水素資化性の メタン生成古細菌 と強固

な共生 関係を要求する嫌気共生細菌で あ り、そ の分離培養は極めて 困難で ある こ とか ら、高

級脂肪酸分解共生細菌の知見は乏しい。そ こで我々 は、嫌気性処理において 高級脂肪酸の分

解を担 っ て い る微生物の基礎的知見を得るために、高濃度脂質含有廃水を処理 して いた嫌気

性汚泥を用い て 、高級脂肪酸の 分解を担 う微生物の 分離培養を試みた 。 また 同時に 16S

rRNA116S 　rRNA 遺伝子に基づいた解析を行 っ た 。

【方法】本研究にはパ
ー

ムオイル製造廃水処理を行 っ て いた 中温 1生 （35
°C）と高温 1生 （55℃ ）

の 2種類の嫌気性汚泥を使用した 。 高級脂肪酸分解細菌の集積培養には人工培地にパ ル ミチン

酸 （C16）、 ステ ア リン酸 （C18）、 オレイン酸 （C18：1）および リノール酸 （C18：2）の 4種類を基

質 （各1mM ）として 用い、中温 （37℃）および高温 （55℃）条件で嫌気的に培養 した 。

【結果および考察】高級脂肪酸分解細菌の選択的な培養を試み る ために上記の 2種類の嫌気

性汚泥 を植種源として、4 つ の 高級脂肪酸を用い た計 8 種類の集積培養を行 っ た。そ の結果、

高級脂肪酸分解細菌とメタ ン生成古細菌 との共生系によ り高級脂肪酸を分解して 生育す る集

積培養系を得た 。 次に、 これ ら集積 培養系内におい て高級脂肪酸の 分解を担 っ て い る微生物

を推定するため に、細菌の 16S　rRNA 遺伝子に基づいたクロ ーン解析 を行っ た 。 その結果 、

既知の高級脂肪酸分解細菌が属する Syntrophe〃ionadbceae 科の細菌だけで なく 、 系統分類学

的に全く異なるグループの細菌 （Deltaproteobacterin綱 に属する細菌や、　Fii？nicutes 門の新 目

を代表する細菌）も高級脂肪酸の分解 に関与 して い る可能性が ある こ とが示 唆された。これ

らの細菌の分離を試みた結果、高温 ペルミチン酸集積培養系よ り Syntrophomonaduceae科に

属する細菌をほぼ純粋に培養する ことに成功した 。 現在これ ら集積培養において優占的に培

養されて きた細菌が実際に嫌気性汚泥にお い て 高級脂肪酸の 分解に関与して い るかを推定す

るために、植種源 として 用いた嫌気性汚泥にお ける脂肪酸分解細菌につ いて 、16S　rRNA 遺

伝子を分子マ ーカー とした解析を進めて い る 。
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